
測定領域の設定(平らな面を選ぶ)

領域内の輝度分布から水面を探索
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計測モードの選択：

１）簡易モード

・任意高さに数値を設定、数値

単位で出力

・事後測量で標高変換も可能

2）測量モード

・事前測量を実施すれば、水位

標高値で出力

カメラ

カメラ
カメラ

カメラ

■特長

１.既存施設の有効活用
・既存のネットワーク及びカメラ設備がそのまま利用できます。
・CCTVカメラは高感度であるため、夜間の測定も問題ありません。

２.画像情報の定量化
・視覚的な情報に加えて水位を数値として計測できます。
・画像の自動監視に役立てることができます。

３.縦断的情報の把握
・上流から下流まで多くの地点のカメラを利用できます。

４.過去映像の利用
・リアルタイム、ノンリアルタイムどちらでも計測が可能です。

５.非接触型測器
・強い水流や流出物との衝突で測器を破損する心配がありません。

■測定の原理

■画像の輝度分布を利用して水面位置を抽出します。測定に

は橋脚や護岸など水面輝度の違いを認識できる場所を利用

します。

■構造物へのマーキングや目盛柱など特別な設備を河川内に

設置する必要はありません。

■計測モード

水位算出のために現場測量を行うモードと、測量を行わずに簡易計測を行うモードの2つあります。

●測量モードでは、背景となる構造物の測量を実施して

水位の標高値を得る方法です。

●簡易モードはユーザが基準値を任意に設定し、設定した

基準値に従った相対水位を測定する方法です。水位の

自動監視に役立ちます。

●簡易モードで測定し、後日、測量を実施し水位を標高

値に換算することも可能です。

現在、河川監視用として用いているCCTVカメラは、上流から下流まで多数存在します。このカメラに本

技術を用いることで、従来「点」として捉えられていた水位を、より密に上流から下流まで縦断的水位分

布を把握することにより、空間的な広がりのある「線」として描きだすことが可能となります。

既存のＣＣＴＶカメラを有効活用することで、上流から
下流まで空間的に密な水位測定を可能とし、より高度
な洪水予測・河川管理に役立ちます。
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人と地球の未来のために
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本技術は、いであ(株)の「環境情報観測装置」に関する技術(特許第3907200号)を応用し、(財)河川情報

センターの自主事業として開発が進められたもので、2006年8月に(財)河川情報センターといであ(株)は

共同特許を出願しました(2008年3月特許公開 特開2008-57994)。

■従来の水位計との比較

画像解析により測定した水位

と既存の水位計により得られた計

測値の現場比較例を示します。

画像解析により得た水位と従

来の水位計から得られた測定値

は、水位の上昇から下降まで一連

の時間でよく一致しており、本技

術が現場において従来の水位計

と変わらない精度の測定技術で

あることが示されました。

■システム構成と導入手順

■水位計測システムの導入のために、既存システムに大きな改造を加える必要はありません。

■計測サーバを新たに導入することで、測定処理から出力処理まで一連の処理を独立した一台のサーバ内で行います。

■アラーム機能は、所定の水位を超えると携帯電話に警戒情報を通知する機能です。これにより画面の目視監視を行

わずに、危険な水位上昇を画像からすばやく察知し、水位とともに映像を添付して管理者に通知します。

導入前調査

CCTV 映像信号の調査

サーバー調達

CCTV 動画画像信号 画像データの取り出し

JPG ファイル

水位位置の抽出 ( 画素単位 )

出力画面に表示

水位増加 ・ 水位基準

ソフトウェアの導入

測定画面の設定

計測テスト

アラーム機能テスト

運　用

変換

映像信号の調査が必要

出力

測量モード 簡易モード

標高値 任意単位値

事後測量

測定方法

係数等の入力

水位に変換

事前測量

水位結果保存

アラーム機能

CCTVカメラ画像解析水位と現地観測水位の比較(2006年10月6～7日)
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